
真
⾔

発

行

宗
教
法
人
真
言
宗
豊
山
派

医
王
山
興
福
寺
大
楽
院

名
誉
住
職

酒

主

明

寛

住

職

酒

主

秀

寛

大楽院機関紙 真言 平成２７年６月１日 臨時 NO.９

ご
宝
号

 
南
無
大
師
遍
照
金
剛
 

を
お
唱
え
し
ま
し
 
う
 

医
王
山
興
福
寺
大
楽
院

役
員

代
表
役
員

酒
主

秀
寛

責
任
役
員

草
野

孝

同

芦
口

一
美

総

代

渡
辺

勝
康

同

渡
辺

芳
男

同

箱
崎

豊

同

小
松

イ
ク

同

会
沢

節
夫

同

猪
狩

正
久

同

渡
辺

好
男

同

草
野

公
雄

同

高
野

繁
男

同

鈴
木

恒
男

代
表
世
話
人

新
妻

久
彌

同

橋
本

明

同

草
野

仁

同

草
野

武
夫

同

小
松

岳
生

同

草
野

久

同

小
野

治
久

世
話
人

渡
部

千
秋

同

根
本

正
勝

同

新
妻

孝

同

吉
田

紀
夫

同

猪
狩

芳
樹

同

樋
口

陽
興

同

新
妻

則
彦

同

渡
辺

幸
生

同

猪
狩

雄
男

同

猪
狩

義
栄

同

小
松

信
夫

同

関
谷

宗
久

同

猪
狩

一
信

同

草
野

和
治

同

猪
狩

三
男

同

久
保
田

明

同

渡
辺

良
平

信
徒
総
代

松
本

公
一

総
本
山
長
谷
寺
・
室
生
寺
参
拝

五
月
三
日
 
二
十
一
日
か
ら
の
団
参
に
先
立
 
て

寺
族
で
総
本
山
長
谷
寺
参
拝
を
行
 
た
 
牡
丹
の
回
廊

を
登
り
 
ご
本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
に
触
れ
 
檀
信

徒
の
所
願
成
就
を
祈
願
し
た
 
そ
の
後
 
女
人
高
野
 

室
生
寺
を
参
拝
 
途
中
で
諦
め
た
く
な
る
よ
う
な
石
段

を
登
り
き
る
と
 
奥
の
院
に
到
着
 
四
十
二
歳
の
時
の

お
大
師
様
の
特
別
ご
開
帳
中
で
 
ま
た
ま
た
所
願
成
就

を
祈
願
 
実
り
あ
る
参
拝
と
な
 
た
 

総
本
山
長
谷
寺
・
高
野
山
参
拝
の
旅

五
月
二
十
一
日
 
二
十
三
日
ま
で
二
泊
三
日
で
総
本
山
長
谷
寺
・
高
野
山
参
拝
の
旅
を
実
施
し
た
 
総

代
の
渡
辺
勝
康
団
長
 
渡
辺
芳
男
副
団
長
を
中
心
に
二
十
七
名
で
参
拝
の
旅
を
満
喫
し
た
 
空
海
が
高
野

山
を
開
い
て
千
二
百
年
 
弘
法
大
師
の
お
力
を
少
し
で
も
い
た
だ
き
た
い
と
大
勢
の
老
若
男
女
が
奥
の
院

を
埋
め
尽
く
し
て
い
た
 
お
大
師
様
の
ご
廟
の
前
で
全
員
で
 
般
若
心
経
 
を
お
唱
え
し
 
下
山
し
た
 

ま
さ
に
同
行
二
人
 
総
本
山
長
谷
寺
で
は
 
団
参
十
回
の
小
松
イ
ク
総
代
が
表
彰
さ
れ
た
 
ま
た
 
特
別

室
に
て
お
茶
を
ご
馳
走
に
な
り
法
話
に
耳
を
傾
け
た
 
本
堂
で
は
 
各
自
の
供
養
 
祈
祷
の
た
め
に
大
法

要
を
厳
修
し
て
い
た
だ
い
た
 
ご
本
尊
十
一
面
観
世
音
菩
薩
の
御
足
に
ふ
れ
 
そ
れ
ぞ
れ
祈
願
し
 
満
月

の
よ
う
な
心
に
な
れ
た
よ
う
だ
 
三
室
戸
寺
 
醍
醐
寺
 
琵
琶
湖
の
竹
生
島
に
あ
る
宝
厳
寺
 
観
音
正
寺
 

長
命
寺
を
参
拝
 
天
候
に
恵
ま
れ
 
全
員
元
気
で
無
事
帰
還
 
参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
 

参
加
さ
れ
た
皆
さ
ま
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
 

ミ
ニ

四
国
八
十
八
箇
所
霊
場

大
楽
院
の
境
内
を
利

用
し
て
ミ
ニ
八
十
八
箇

所
霊
場
建
立
を
計
画
中

で
す
 

開
設
す
る
と
 
大
勢
の

お
遍
路
さ
ん
で
賑
わ
う

こ
と
で
し
 
う
 
そ
の
日

を
お
待
ち
い
た
だ
き
た

い
 

雨
引
山
楽
法
寺
に
て
元
朝
護
摩
祈
願

一
月
七
日
 
茨
城
県
雨
引
山
楽
法
寺
に
て
お
い
て
執
行

さ
れ
た
元
朝
護
摩
祈
祷
会
に
お
い
て
ご
祈
願
を
し
て
参
り

ま
し
た
 

参
加
し
た
二
十
名
が
 
元
総
本
山
長
谷
寺
化
主
・
真
言

宗
豊
山
派
管
長
川
田
聖
定
猊
下
と
握
手
 
感
激
の
あ
ま
り

涙
を
流
し
て
喜
ん
だ
 

本
年
も
檀
信
徒
各
位
の
安
全
と
安
心
を
心
よ
り
ご
祈
念

申
し
上
げ
ま
す
 

 
ふ
れ
る
空
海
展
 
に
て
お
砂
ふ
み

五
月
九
日
 
郡
山
市
で
開
催
さ
れ
た
空
海
展
に
て
八

十
八
箇
所
の
お
砂
ふ
み
を
成
満
 
現
代
に
再
現
し
た
大

曼
荼
羅
や
ふ
れ
る
空
海
像
も
体
験
し
 
お
大
師
さ
ま
と

の
ご
縁
を
結
び
ま
し
た
 



町
で
は
 
現
在
準
備
宿
泊
が
行
わ
れ
て
お
り
 
帰
町
の
機

運
が
醸
成
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
 
当
山
に
お
い
て
は
 
庫
裏

の
修
繕
工
事
及
び
本
堂
の
内
部
補
修
工
事
も
実
施
さ
れ
て

お
り
 
五
年
ぶ
り
の
本
院
で
の
大
施
餓
鬼
会
の
準
備
も
進
め

つ
つ
あ
り
ま
す
 

国
で
は
平
成
２
７
年
度
が
最
終
年
の
集
中
復
興
期
間
後

の
復
興
財
源
の
取
り
扱
い
が
議
論
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
 
今

後
ま
す
ま
す
厳
し
い
行
財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
る
こ
と
は

間
違
い
な
さ
そ
う
で
す
 

当
院
で
は
 
多
く
の
お
檀
家
さ
ん
が
来
て
安
ら
げ
る
お
寺

づ
く
り
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て

く
る
と
感
じ
て
お
り
ま
す
 
ど
う
か
つ
と
に
ご
指
導
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
 

こ
れ
か
ら
暑
い
日
が
続
き
ま
す
 

皆
様
ど
う
か
く
れ
ぐ
れ
も
無
理
を
せ
ず
 
お
体
を
大
切
に
 

そ
し
て
常
に
ご
先
祖
様
に
感
謝
す
る
気
持
ち
を
忘
れ
ず
 
一

日
一
日
を
大
切
に
頑
張
 
て
い
き
ま
し
 
う
 

合

掌

 
秀

寛
 

真言宗豊山派医王山興福寺大楽院

法務等のご相談は、下記までお願いいたします。

酒主 明寛

〒970-8044 福島県いわき市中央台飯野２丁目６番地４

（真言宗豊山派大楽院別院）

電話 ０２４６－２８－３５６０

０９０－１４９５－７９５７

酒主 秀寛

〒319-1715 茨城県北茨城市関南町神岡下３５９－８

シティーハイツ北浜田２０３

電話 ０９０－３７５３－３６３４

ホームページ http://dairakuin.net

e-mail info@dairakuin.net

郵便振替 02220-2-92530 宗教法人大楽院

平
成
二
十
七
年
度
年
回
表

一
周
忌

平
成
二
十
六
年

三
回
忌

平
成
二
十
五
年

七
回
忌

平
成
二
十
一
年

十
三
回
忌

平
成
十
五
年

十
七
回
忌

平
成
十
一
年

二
十
三
回
忌

平
成
五
年

二
十
七
回
忌

平
成
元
年

三
十
三
回
忌

昭
和
五
十
八
年

三
十
七
回
忌

昭
和
五
十
四
年

四
十
三
回
忌

昭
和
四
十
八
年

四
十
七
回
忌

昭
和
四
十
四
年

五
十
回
忌

昭
和
四
十
一
年

百
回
忌

大
正
五
年

回
忌
供
養
は
毎
年
行
う
の
が
本
義
で

す
 
こ
こ
に
は
代
表
的
な
年
回
を
掲
載
し

ま
し
た
 
ま
た
 
毎
月
の
命
日
に
お
参
り

す
る
月
参
り
を
行
え
ば
一
層
ご
供
養
が
深

ま
る
こ
と
で
し
 
う
 

大楽院がお借りして、お骨を預かっていただいておりました寺院は下

記のとおりです。今後ともお世話になります。

真言宗豊山派 実相寺 住職 青木教寛

〒３７４－０１３２ 群馬県邑楽郡板倉町板倉甲１６７８

電話 ０２７６－８２－０５６０

※東北自動車道館林ＩＣより東へ約５分

新
総
代
に
鈴
木
恒
男
氏

三
月
二
十
六
日
に
移
動
総
代
会
が
開
催
さ
れ
 
代
表

世
話
人
の
鈴
木
恒
男
氏
が
満
場
一
致
で
新
総
代
に
推
挙

さ
れ
た
 
氏
は
責
任
感
が
強
く
信
心
深
く
 
ま
た
各
方

面
で
活
躍
さ
れ
て
お
り
 
当
山
隆
昌
に
も
活
躍
が
期
待

さ
れ
て
い
る
 

席
上
 
住
職
よ
り
任
命
書
と
記
念
品
が
授
与
さ
れ
た
 

駐
車
場
舗
装
寄
進

草
野

孝
氏

こ
の
ほ
ど
 
当
山
開
基
八
百
五
十
年
記
念
と
し

て
当
山
責
任
役
員
・
檀
頭
の
草
野
孝
氏
が
護
摩
堂

前
駐
車
場
を
舗
装
し
た
 
氏
に
対
し
衷
心
よ
り
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
 
な
お
 
住
職
よ
り
感
謝

状
並
び
に
記
念
品
 
さ
ら
に
は
総
本
山
長
谷
寺
化

主
・
真
言
宗
豊
山
派
管
長

加
藤
精
一
猊
下
よ
り

賞
状
並
び
に
記
念
品
が
贈
呈
さ
れ
た
 

平
成
二
十
七
年
大
施
餓
鬼
会
実
施
要
領

一

期

日

平
成
二
十
七
年
八
月
八
日
 
土
 

午
前
十
時
三
十
分

二

会

場

大
楽
院
本
堂

三

内

容

法
話

十
時
三
十
分

法
要

十
一
時

新
盆
家
・
総
代
で
先
祖

代
々
塔
婆
供
養
 
新
盆
者
供
養

四

塔
婆
申
込

別
紙
申
込
み
用
紙
ま
た
は
電
話
に
て
 
六
月

二
十
五
日
 
期
限
厳
守
 
ま
で
に
大
楽
院
へ
お

申
込
み
く
だ
さ
い
 

五

供
養
料

塔
婆
一
本

五
千
円

六

塔
婆
引
渡

大
楽
院
本
院
に
て

八
月
八
日

午
後
一
時
 
三
時

八
月
十
三
日

午
前
八
時
 
午
後
四
時

七

申
込
先

大
楽
院
別
院

電
話

０
２
４
６
 
２
８
 
３
５
６
０

ひ
と
く
ち
法
話
 
塔
婆
 

卒
塔
婆
と
は
 
供
養
の
た
め
に
用
い
る
細
長

い
板
の
こ
と
で
す
 
卒
塔
婆
は
 
故
人
や
先
祖

を
供
養
す
る
追
善
供
養
の
目
的
で
立
て
ら
れ

ま
す
 

塔
婆
を
立
て
る
こ
と
が
 
善
 
と
さ
れ
て
お

り
 
 
塔
婆
を
立
て
る
 
善
を
積
む
 
と
い
 

た
行
い
に
よ
 
て
 
故
人
の
冥
福
に
つ
な
が
る

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
 
ま
た
塔
婆
供
養
が
先

祖
へ
の
善
だ
け
で
な
く
 
自
身
の
善
い
行
い
と

し
て
も
奨
励
さ
れ
て
い
ま
す
 

そ
も
そ
も
 
卒
塔
婆
は
古
代
イ
ン
ド
で
 
仏

塔
 
と
い
う
意
味
の
サ
ン
ス
ク
リ
 
ト
語
 
ス

ト
 
 
バ
 
を
漢
訳
し
た
も
の
で
あ
り
 
ス
ト

 
 
バ
 
仏
舎
利
塔
 
と
は
釈
迦
の
遺
骨
を
納

め
た
塔
で
 
こ
れ
が
五
重
塔
の
起
源
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
 

寄

進

一
 

舗
装
記
念
碑

芦
口

一
美

氏

護
摩
堂
前
に
建
立
さ
れ
た
 
深
く
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
 

一
 

浄
財

鈴
木

裕
子

氏

先
祖
代
々
供
養
と
し
て
多
額
の
浄
財
が
寄
進
さ

れ
た
 
な
お
 
住
職
よ
り
感
謝
状
並
び
に
記
念
品
 

さ
ら
に
は
総
本
山
長
谷
寺
化
主
・
真
言
宗
豊
山
派

管
長

加
藤
精
一
猊
下
よ
り
賞
状
並
び
に
記
念
品

が
贈
呈
さ
れ
た
 

付
属
墓
地
無
料
開
放
中
で
す

墓
地
を
希
望
さ
れ
る
方
は
寺
族
へ
ご
相
談
く

だ
さ
い
 
無
料
で
開
放
し
て
お
り
ま
す
 
期
限

は
避
難
指
示
解
除
ま
で
と
い
た
し
ま
す
 


